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１．研究計画の概要 
 パンタナールは，世界最大級の熱帯低層湿
原である。研究対象地域であるブラジル・パ
ンタナールでは，とりわけ 1990 年代以降，
深刻な環境破壊やさまざまな経済・社会問題
が顕在化している。その背景には，地域住民
が長く培ってきた伝統的な湿地管理システ
ムを軽視し，外部社会の近代的価値観や経
済・社会システムを，性急かつ無批判に導入
してきたことがあると考えられる。 

本研究は，地域住民が世代を越えて継承し
てきた熱帯湿原の伝統的なワイズユース 
(wise use，賢明な利用)を，具体的な地域に
即して多角的に発掘し，それらを科学的に再
評価する作業を通じて，持続可能な環境資源
利用や包括的な環境保全の方策を，現在の経
済・社会システムの中に再構築することを目
的としている。また，その地域住民への還元
を通じて，パンタナールの内発的発展を推進
する一助となることを企図している。 

 
２．研究の進捗状況 
(1) 天然草地に依存した粗放的な牧畜経営
を生業としてきたパンタナールでは，ボッカ
（boca，自然堤防の亀裂で河川水の外部への
流出口）の開閉をめぐる人為的管理により，
天然草地の維持確保を実現してきた。すなわ
ち，洪水で水位が上がる雨季にはボッカから
内陸奥地へと水を引き込み，水位が下がる乾
季にはボッカを閉鎖して浸水域を消失させ
ることで，木本類の侵入にともなう森林化へ
の植物遷移を抑制して良質な天然草地を維
持する，湿地管理のワイズユースが認められ

た。 
(2) 環境保護の名の下に，1990 年代前半に，
天然草地を維持するための住民による伝統
的なボッカの管理が法律により禁止された。
その結果，ボッカは周年開放の状態となり，
恒常的に流出する河川水で内陸部の豊かな
天然草地は巨大な浸水域に姿を変え，水没や
地下水位の上昇による植生荒廃が顕在化し
ている。 
(3) ボッカの周年開放にともなう浸水地の
拡大により，天然草地が激減したファゼンダ
（大牧場）などでは，ウシの飼育規模の縮小
を余儀なくされ，農場経営は壊滅的な被害を
被っている。とりわけ資本力が乏しい小農場
主や農業労働者たちは完全に生活基盤を失
い，仕事を求めて近隣のコルンバ市などに流
出してそこにスラムを形成し，深刻な社会問
題を誘発している。 
(4) 地域住民の伝統的生態智に真摯に耳を
傾けず，現地での環境アセスメントも不十分
なまま，科学的生態智を盲信した施策が外部
の人々により一方的に実施されたため，もは
や取り返しがつかないほど大規模な植生荒
廃や，住民生活の崩壊，伝統的な河川文化・
交通の衰退などの諸問題が現出している。 
 
３．現在までの達成度 
 ①当初の計画以上に進展している。 
（理由） 
 所期の目的通り，タクアリ川右岸のパイア
グアス地区，ならびにこれまでの研究の空白
地帯であったネグロ川上流域を対象に，湿地
管理のワイズユースの発掘とその科学的検



証，現在の施策の問題点を実証的に解明でき
た。また，その成果を国内外の関係学会にお
いてたびたび発表し，すでに学術論文として
も掲載されたものがある。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) 本研究課題のまとめ（結論）として，現
在パンタナールが置かれているブラジルの
経済・社会システムの中で，伝統的な湿地の
ワイズユースを積極的に活かした環境資源
管理の在り方について，具体的に分かりやす
く成果を整理してまとめる。 
(2) 現在投稿中，あるいは執筆中の複数の論
文を，最終年度中に学会誌などに掲載する。 
(3) 来年度は，本研究課題の最終年度である
と同時に，2001 年度より開始したパンタナー
ル研究全体の最終的なまとめの年でもある。
そのため，これまでの研究成果をより広範な
パンタナール研究全体の中に位置づけると
同時に，それらを学術研究書としてまとめ，
広く研究成果の社会還元を図るべく，作業を
進める。 
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